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(3)	 研究成果の概要	 

①2010 年度に設定した計画（何をどこまで行うか）	 

本提案は、非線形動態系解析を中心に、ヒト連合野機能解明において大きな障害であった

neuron 一辺倒の弊害を廃しながらも、AQP-4 という biological	 realization を介して、古

典的な脳科学との融合をも図る、学際プロジェクトの継続である。具体的には、総合科学会

議で高い評価をうけた連携融合事業「水分子の脳科学」の遂行を中心とする。具体的には、

以下、三つの major	 project、AQP 機能解析、AQP-4	 PET、7T	 MR	 microscopy を実践する。AQP-4

機能解析においては、project で完成させた様々な transgenic	 mice と AQP	 inhibitor を用

いての in	 vivo 機能解析動物実験を継続する。AQP-4	 PET に関しては、C-11 で label された

PET	 ligand を用いて、臨床実験を開始する。7T	 MR	 microscopy に関しては O17で label され

た ligand を用いた、VCPE を用いた senile	 plaque 画像の動物実験を継続する。	 

	 

②上記①の計画の進展状況	 



すべて予定通りに進展している。	 

	 

③上記①の計画の自己評価	 

世界に先駆けた最先端技術開発を自ら行う脳科学の基礎研究は、開発された技術を

用いて行われている従来の脳科学とは対照的に、現実的で、即戦力となる、多くのイ

ノベーションを同時に齎す研究であることは良く知られている。これは、米国宇宙局

（NASA）の月面探索計画がその計画達成の過程の中で多くのイノベーションをもたら

したことと似ている。NASA の技術開発が、一見、「月面探索」とは無関係な多くの分

野、それも、食料、医療、通信、IT、エネルギー、・・・、など、人々の健全な生活に

直結する多彩な分野において、多くの、画期的で、具体的な成果を世に出したことは

良く知られている。「意識の脳科学」はヒトの脳がどのようにしてこころを生み出すか

の具体的な解明を目指し、他に類のない画期的な最先端技術を開発しながら続けられ

てきた一連の研究の最終ステージである。言い換えれば、「意識の脳科学」は NASA の

「月面探索」と同様に、現実的に多くのライフ・イノベーションをもたらすことが約

束されたプロジェクトなのである。アルツハイマー病対策に必須の老人斑画像、アク

アポリン‐４拮抗剤の開発、アクアポリン‐４陽電子断層（PET）の臨床化、など、具

体的な例を挙げれば切りがない。	 

新潟大学脳研究所・統合脳機能研究センターが、長年の間、世界をリードして進め

て来た生体顕微鏡技術は、本事業で達成を図る分子・マイクロイメージングの確立に

より、トランスレーショナル・リサーチ（translational	 research）の最終兵器とな

ることが約束されている。本事業でターゲットとされているアクポリン‐４は、近年、

認知症、分裂症、うつ病、多発性硬化症、など、脳神経系の難疾患の病態生理に積極

的に拘わることが明かになって来ており、その先駆的な研究グループであった本事業

の研究チームは、アクポリン‐４の拮抗剤を世界に先駆けて開発することにも成功し

ており、新潟大学がその日米パテントを所有している。ここから、難治脳疾患に対す

る安全性が高く優れた革新的な医薬品が、日本発で開発される可能性が極めて高くな

った。また、これら脳神経系の難疾患に欠かせぬ画像診断法として、アクポリン‐４

PET は、癌検診における FDG	 PET に続き、初めて一般臨床化される PET 技術となる可

能性を多大に秘めている。	 

本事業は、Pauling の提唱した意識の脳科学を継承し、30 年間、一歩一歩、着実に

進められて来た「心の科学的解明」の最終ステージである。本事業の完了する平成２

７年度終了までには、人類の歴史上初めて、意識を作り、心を育てる脳機能構造を具

体的に提示できる予定である。脳科学の画期的な基礎研究である本事業は、また、同

時に、21 世紀を代表する最先端医療技術を開発する事業として、多くの、極めて画期

的な医療イノベーションを齎すことが約束されている。「元気な日本」復活を掲げた政

府の新成長戦略のシナリオに、極めて重要な役割を果たす事業なのである。	 

	 

④研究成果を踏まえた今後の研究計画	 

初期の予定通りに継続する。	 

	 

⑤研究発表実績	 

ページ制限を考慮して、main	 professor 二人（中田、崎村）の過去 5 年間の英文論

文のみ記載する。	 
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